
注
文
書

取扱店

〒603-8053　京都市北区上賀茂岩ケ垣内町71
TEL：075-791-7131　FAX：075-721-8400

核兵器禁止条約
の時代 A5判／214頁／本体 3,900円＋税

　978-4-589-03998-9

巻頭インタビュー　オバマ政権核政策の内幕を語る
･････････････････････････ ジョン・ウォルフスタール

Ⅰ　核兵器禁止条約と核軍縮　
１　核兵器禁止条約をめぐる日本の誤った選択

･･･････････････････････････････ ラメシュ・タクール
２　核兵器のない世界に向けて―StigmatizationとDelegitimization

･･･････････････････････････････････････････黒澤 満
３　核兵器禁止条約はこうして実現した―国境を超える市民社会の力

･･･････････････････････････････ ベアトリス・フィン
４　国連事務次長が語る核軍縮････････････････････････････中満 泉

Ⅱ　核先制不使用と核抑止
５　核先制不使用と信頼性のある抑止力

･････････ スティーブ・フェター／ジョン・ウォルフスタール
６　核先制不使用―日本国内の賛否両論を克服する道 ･･････ 阿部信泰
７　トランプ政権の核戦略････････････････････････ セイオム・ブラウン

Ⅲ　北朝鮮の非核化
８　米朝会談と北東アジアの安全保障････････レオン・V・シーガル
９　米中対立が朝鮮半島に与える影響 ･････････････････････李 成賢
補 論　「業の兵器」を「業の条約」でなくす･･････････････ 吉田文彦

核兵器をめぐる「規制」と「強化」という2 つの潮流の
せめぎ合いに論究した英字学術誌（J-PAND）より、10本
を精選し邦訳。『補論』にて、せめぎ合うダイナミズムを
本書からどう読み取るのかを補った。

山口 響　監修
Journal for Peace and Nuclear Disarmament（J-PAND）編集長補佐
長崎大学核兵器廃絶研究センター（RECNA）客員研究員

■関連書

核兵器をめぐる５つの神話
ウォード・ウィルソン 著
黒澤 満 日本語版監修　広瀬 訓 監訳
A 5判・182頁・2,500円＋税　978-4-589-03775-6
核廃絶が進展しない要因は？被爆国・日本の役割とは？

核のない世界への提言
核物質から見た核軍縮
ハロルド・ファイブソン ほか 著
鈴木達治郎 監訳　冨塚 明 訳
A 5判・204頁・3,500円＋税　978-4-589-03848-7
専門知識をもたない市民に向け、核物質の専門家が解説。

核の脅威にどう対処すべきか
北東アジアの非核化と安全保障
鈴木達治郎・広瀬 訓・藤原帰一 編
A 5判・228頁・3,200円＋税　978-4-589-03921-7
北東アジアの核廃絶に向けての阻害・促進要因を分析。

■目 次

RECNA叢書4

RECNA叢書１

RECNA叢書２

RECNA叢書３

RECNA叢書４

RECNA叢書１

RECNA叢書２

RECNA叢書３

ISBN 978-4-589-03998-9  C3031  ¥3900E

出版社：法律文化社
山口 響 監修

備考核兵器禁止条約の時代

核抑止論をのりこえる

定価 本体 3,900円＋税

ISBN 978-4-589-03775-6  C1031  ¥2500E

ISBN 978-4-589-03848-7  C1031  ¥3500E

ISBN 978-4-589-03921-7  C3031  ¥3200E

W.ウィルソン 著

H.ファイブソン ほか 著

鈴木達治郎 ほか 編

核兵器をめぐる5つの神話

核のない世界への提言

核の脅威にどう対処すべきか

定価 本体 2,500円＋税

定価 本体 3,500円＋税

定価 本体 3,200円＋税

冊

冊

冊

冊

●著 者●
阿部  信泰
李  成賢
ジョン・ウォルフスタール
黒澤  満
レオン・V・シーガル
ラメシュ・タクール
中満  泉
ベアトリス・フィン
スティーブ・フェター
セイオム・ブラウン
吉田  文彦

●インタビュアー●
黒川  朋子
目加田  説子
吉田  文彦
●訳 者●
榎本  浩司
田井中  雅人
永井  雄一郎
広瀬  訓
山田  寿則 明治大学法学部兼任講師

長崎大学核兵器廃絶研究センター（RECNA）副センター長

日本大学国際関係学部国際総合政策学科助教

朝日新聞・核と人類取材センター記者

一橋大学大学院法学研究科博士課程

著者と同様

中央大学教授　地雷廃絶日本キャンペーン（JCBL）の共同創設者

TBS　カーネギー国際平和財団在外研究員

Journal for Peace and Nuclear Disarmament（J-PAND）編集長
長崎大学核兵器廃絶研究センター（RECNA）副センター長
元朝日新聞論説副主幹

米ブランダイス大学名誉教授　ランド研究所などで研究員を歴任

米メリーランド大学教授
米オバマ政権で米科学技術政策局国際安全保障部門長

核兵器廃絶国際キャンペーン（ICAN）事務局長

国連事務次長（軍縮担当上級代表）

オーストラリア国立大学教授　元国連事務次長、元国連大学副学長

米「社会科学研究評議会」北東アジア協調的安全保障プロジェクト座長

大阪女学院大学教授、大阪大学名誉教授　日本軍縮学会創立時の会長

シンクタンク「グローバルゼロ」核危機グループ座長
米オバマ政権で核政策担当大統領特別補佐官

韓国世宗研究所統一戦略研究室長

元国連事務次長（軍縮担当）　元原子力委員会委員

＜出版物＞RECNA 叢書

- 71 -




